
1 は じ め に

浮線文土器とは, 氷Ⅰ式など縄文時代晩期後葉に中部

高地や関東, 東海東部, 新潟, 東北南部で主体的に分布

する, 精製浅鉢などに浮線による文様をもつ土器型式群

の土器を指す｡ 厳密には浮線網状文土器と呼称すべきだ

が, 一般に浮線文土器と略称している｡

近年, 中部高地や関東ではレプリカ法 (丑野・田川

1991) による調査で, この縄文時代晩期後葉浮線文土器

群や後続する弥生時代前期土器などから栽培植物である

アワとキビ種実の圧痕が検出され, 雑穀利用に関わるデー

タが蓄積されつつある (佐々木ほか 2009,中沢ほか 2010,

遠藤 2010, 佐々木ほか 2010, 中山・網倉 2010など)｡

本稿ではレプリカ法により長野県御社宮司遺跡から出

土した氷Ⅰ式の浮線文土器のキビの圧痕 1例, 東京都新

島田原遺跡から出土した浮線文土器に組成する土器のキ

ビの圧痕 1例, 併せて同遺跡出土の弥生時代中期初頭土

器のキビの圧痕 1例を報告し, 派生する問題を若干考察

する｡

なお, 田原遺跡については高瀬克範が出土土器の種実

圧痕の全点調査をされ, 公表予定である｡

2 調査資料について

① 長野県茅野市御社宮司遺跡

御社宮司遺跡は扇状地扇端と諏訪湖まで続く沖積低地

が接する付近に立地する｡ 標高は 780～783 m｡ 出土土

器は氷Ⅰ式が主体で, その前後の土器が 2000点以上出

土している (小林・百瀬ほか 1982)｡ 以前, 同遺跡出土

の氷Ⅰ式土器の ｢籾状圧痕｣ を 5点レプリカ法で調査し,

それらが籾以外による圧痕と結論付けた経緯はあるが

(中沢・丑野 1998), 改めて 2011年 1月に土器 12点,

15ヵ所の種実状圧痕を抽出し, レプリカを作製した｡
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要 旨

レプリカ法により長野県御社宮司遺跡, 東京都田原遺跡出土土器の種実状圧痕を観察し, 御社宮司遺跡, 田原遺跡出土の

縄文時代晩期後葉浮線文土器の圧痕 2点, 田原遺跡出土の弥生時代中期初頭土器の圧痕 1点をキビ果実 (有ふ果) の圧痕と

同定した｡ 浮線文土器のキビ圧痕の時期は, 土器編年から滋賀県竜ケ崎 A遺跡の縄文時代晩期後葉長原式土器底部内面の

キビ炭化種実塊に近い時期の資料と結論づけるとともに, 派生する問題を考察した｡
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その結果, 1点 1ヵ所キビの果実 (有ふ果) の圧痕を確

認した｡ 調査は現在も継続中である｡

図版 1�1aはキビの果実 (有ふ果) の圧痕が検出され

た土器である｡ 口外帯以下に浮線による横位 4条の浮線

の装飾をもつ氷Ⅰ式粗製甕の口縁である｡ 外面に種実圧

痕をもつ｡ 中沢は先行する研究を踏まえ, 氷Ⅰ式を 3段

階細分しているが (設楽 1982, 石川 1985, 中沢 1998, 中

沢・丑野 1998), 粗製甕・深鉢については, 口縁部の浮

線による装飾の条数に着目し, 古段階では多条, 中段階

で 2条, 新段階で 1条の変化を想定している｡ 中沢の細

分案によれば, 氷Ⅰ式古段階となる｡ ただし, 第 1図 1

は口外帯の形状が氷Ⅰ式中段階のそれに近く, 次段階に

多い属性も認められる｡

② 東京都新島村田原遺跡

田原遺跡は新島中央の谷部に立地する｡ 標高 110 m

である｡ 明治大学考古学研究室により調査され, 伊豆諸

島の縄文時代晩期後葉～弥生時代前期の遺跡として著名

である (杉原ほか 1967)｡ 2009年 2月に中沢が出土土器

の種実状圧痕をサンプルとして 9点 9ヵ所をレプリカ法

で調査したところ, 2点のキビ果実 (有ふ果) の圧痕を

確認した｡

図版 1�2a, 3aが圧痕をもつ土器である｡ 図版 1�2aは

2条沈線をもつ粗製甕である｡ 田原遺跡では仮称 ｢田原

1式｣ 浮線文土器精製浅鉢が, 精製浅鉢と同じ形制 (文

様帯構成) をもちながら主文様が沈線で描かれる ｢田原
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1. 御社宮司遺跡 No. 7, 2. 田原遺跡 No. 1, 3. 田原遺跡 No. 8

a. 採取土器 (矢印は採取位置), b, c. レプリカの走査型電子顕微鏡写真

図版 1 採取した土器およびレプリカの走査型電子顕微鏡写真

1a 1b 1c

2a 2b 2c

3a 3b 3c



2式｣ への型式変化が指摘されている (中村 1982, 谷口

2003)｡ 図版 1�2aの沈線は ｢田原 2式｣ の沈線と形状

を異にし, 口縁端部が丸みを持つ｡ 図版 1�2aは浮線文

土器精製浅鉢に組成する土器と考えられるが, 浮線文土

器群でも古い段階, また御社宮司遺跡例より古い可能性

もあり, 時期の絞込みを検討中である｡ 外面に種実圧痕

をもつ｡ 図版 1�3aは弥生時代中期初頭の壺である｡ 外

面に種実圧痕をもつ｡

なお, レプリカ作製にあたって使用した印象材は株式

会社ニッシン製 JMシリコン レギュラータイプ, 走査

型電子顕微鏡は日本電子株式会社社製 JCM�5700, 観察

と写真撮影については熊本大学埋蔵文化財調査室の小畑

弘己, 真邉彩に依頼した｡

3 レプリカによる同定と考察

① 御社宮司遺跡 (図版 1�1b, 1c)

内穎と外穎からなる果実 (有ふ果) である｡ 内穎側が

レプリカで採取された｡ 全体形は卵円形で, 両端はやや

尖り, 内穎側が膨らむ｡ 表面は平滑｡ キビと類似した外

形の形状に同じキビ族のアワがあるが, アワの場合, 外

内穎に乳頭状突起をもち, 大きさも一回り小さい｡ また

キビは日本列島に野生種がないことから, 栽培種のキビ

と同定できる｡ 以上の特徴から, キビ (Panicum milia-

ceum L.) の果実 (有ふ果) と同定した｡ 長さ 2.8 mm,

幅 2.6 mm｡

② 田原遺跡 (図版 1�2b, 2c)

内穎と外穎からなる果実 (有ふ果) である｡ 内穎側と

外穎側がみえる側面が採取された｡ 卵形だが, やや幅狭

く, 両先端がやや尖る｡ そのほかは御社宮司遺跡と同様

な形状をもつことから, キビの果実 (有ふ果) と同定し

た｡ 長さ 3.0 mm, 幅 2.0 mm, 厚さ 1.4 mm｡

③ 田原遺跡 (図版 1�3b, 3c)

内穎と外穎からなる果実 (有ふ果) である｡ 内穎側が

レプリカで採取された｡ 形状は図版 1�2bと近似し, 表

皮細胞には部分的に畝状の微細な細胞が縦に並ぶ長細胞

が顕著に残る｡ 以上の特徴から, キビの果実 (有ふ果)

と同定した｡ 上端部のレプリカが採取できていないため,

全長は不明である｡ 残存長 2.4 mm (復元長 2.7 mm),

幅 1.6 mm, 厚さ 1.3 mm｡

3点ともに草本植物で栽培植物のキビであるが, 御社

宮司遺跡のキビは球形で丸味を帯びたプロポーションで

あるのに対し, 田原遺跡の 2点はやや細長いタイプであっ

た｡ キビにはモチとウルチの 2品種があり, 一般的にウ

ルチはモチより長細く, 表面に強い光沢を持つ特徴があ

る｡ ただし, 形状の変異幅も大きく, 数点では両者を区

別することは困難である｡ 今後, 複数の個体で比較検討

していくことが必要である｡

4 ま と め

御社宮司遺跡及び田原遺跡出土浮線文土器のキビの果

実の圧痕から派生する問題について簡単に触れる｡ 圧痕

をもつ土器の時期は御社宮司遺跡例が氷Ⅰ式である｡ 口

縁部 4条の浮線の装飾から氷Ⅰ式古段階の特徴をもつ｡

田原遺跡の 1例は中部高地の氷Ⅰ式に併行する ｢田原 1

式｣, もしくは浮線文土器群でも時期的に若干古い可能

性がある｡ 氷Ⅰ式を基準に土器編年を考えると, 遺跡に

おける共伴関係から, 氷Ⅰ式古段階は東海の馬見塚式,

近畿の長原式, 氷Ⅰ式中・新段階は東海の樫王式, 近畿

の長原式/畿内第Ⅰ様式前半に併行する (中沢 1998, 中

沢・丑野 1998, 中沢 2007)｡ ちなみに長原式もしくはそ

の系統を引く土器は下限で畿内第Ⅰ様式と接点をもつ｡

さて, 日本列島において現状で最も古い確実なキビ資

料は滋賀県竜ヶ崎 A遺跡の縄文時代晩期後葉長原式底

部内面に付着した炭化種実塊である｡ 炭化種実塊からキ

ビの穎が確認され, 放射性炭素年代測定で 2,550±25

yrs BP (800�745 cal BC (55.5％), 685�665 cal BC (18.1

％), 645�590 cal BC (17.1％), 580�555 cal BC (4.7％))

の年代値が得られている (松谷 2006, 宮田ほか 2007)｡

前述のとおり, 氷Ⅰ式は長原式と併行する部分をもつの

で, 御社宮司遺跡例のキビ果実圧痕は竜ヶ崎 A遺跡例

に近い時期の資料と考えられる｡

中部高地, 関東では浮線文土器のキビ圧痕では長野県

松本市石行遺跡から出土した氷Ⅰ式新段階粗製甕のアワ

とキビの種実圧痕 (佐々木ほか 2009, 中沢ほか 2010),

縄文時代晩期後葉浮線文および弥生時代中期初頭土器のキビ圧痕
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神奈川県平沢同明遺跡から出土したアワとキビの種実圧

痕 (佐々木ほか 2010) がある｡ 後続する弥生時代前期

では神奈川県中屋敷遺跡の第 9号土坑などから弥生時代

前期のイネ炭化種子 338点, アワ炭化種子 1,276点, キ

ビ炭化種子 15点, トチノキ炭化種子他堅果類 5点が出

土した事例があるほか (新山 2009), 土器の種実圧痕で

も同遺跡 (佐々木ほか 2010) や山梨県天正寺遺跡 (中

山・網倉 2010), 群馬県沖Ⅱ遺跡 (遠藤 2010) でキビや

イネ, アワの種実圧痕が検出されている｡ 栽培植物のイ

ネ, アワ, キビはこの時期に複合的に栽培された可能性

が高い｡

キビやイネ, アワは大陸から朝鮮半島を経由して日本

列島に伝播, 栽培化された蓋然性が高い｡ これまでにイ

ネについて議論されてきた経緯はあるが, キビやアワの

栽培に関する実証的な議論ははじまったばかりである｡

中部高地や関東のみならず, 日本列島全体でまだ資料蓄

積をすべき段階であるが, 各地において土器型式単位の

時間軸でその出現や頻度を確認する作業が必要である｡

レプリカ法はある土器型式においてモノの存否を検証す

るのに極めて有効であり, 土器型式を単位とする土器編

年でモノの伝播, 拡散を議論する一助となる｡ 現時点で

はキビやアワなど雑穀については資料蓄積の段階だが,

そのために今後もレプリカ法による調査を継続したい｡

また, キビに関しては栽培が前提である以上, その時

期にキビが存在する限り, ヒトとの関わり方, 栽培のあ

り方を追究するのは必須である｡ キビはアワとともに如

何に栽培されたのか, 耕起を伴う畑作によるか, 原初的

な焼畑によるかが検討課題である｡ 焼畑の場合は, 連作

障害が生じる列島の酸性土壌という問題を克服できるが,

民俗・民族事例ではその場合, 毎年畑地や作付けを変え

る場合が多い｡ イネとアワ, キビが複合的に栽培された

と仮定すると, イネについては近年, 陸耕の不利性と水

田栽培での有利性が指摘され, 段丘遺跡のイネ資資料も

陸耕や焼畑ではなく, 段丘上の河道や谷地形が埋没した

湿地部の小規模水田で栽培されたと想定されている｡ ま

た耕作技術で焼畑からは水田が成立せず, 従来の照葉樹

林文化論の見解の見直しがなされている (安藤 2005,

2006, 池橋 2005)｡ アワ・キビについては水稲耕作とと

もに伝播した畑作技術で栽培されたと考えられるが, 検

証は課題である｡

レプリカ法による調査で, 中部高地や関東では縄文時

代晩期後葉～弥生時代前期土器からキビやアワ, イネの

圧痕の検出が今後とも予想されるが, これら栽培植物の

評価において常に留意すべきは, それまでの堅果類を中

心として多種多様な植物質食料を利用した伝統がいかに

変質したか確認する (阿部 1995, 高瀬 2009など) など,

植物質食料全体の利用の中で評価を行うべき点だろう｡

現状の当該期の資料蓄積では厳しい部分もあるのだが,

土器や石器の組成変化や遺跡立地の変化も踏まえて, 総

合的な評価を目指したい｡
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